
DSDs（体の性の様々な発達）についての報道ガイドライン

１．⽤語について

� 避けるべき⽤語  
◦ 「半陰陽」・「両性具有」など「男でも⼥でもない」を連想させる⽤語（差別⽤語として忌避されて

います）。
◦ 「インターセックス」（海外でも⼤多数の当事者はこの⽤語を忌避しており，⽇本ではさらに「セッ

クス」との⽤語が性⾏為を連想させるため）。
◦ 「性分化疾患」︓正式な医学⽤語ですが，単⼀の体の状態であると誤解されること（実際には先天的

に膣や⼦宮のない⼥性や尿道⼝の位置が異なる尿道下裂の男児などを含めた，約３０種類ほどの様々
な体の状態がある），「疾患」との⾔葉の響きが強いこと，⽇本ではやはり「男でも⼥でもない」と
いう誤解が広まっているため。

� 推奨される⽤語  
◦ 「体の性の様々な発達状態（DSDs︓性分化疾患）」（Differences of sex development）

いくつかの体の状態があることを⽰唆できることと，安易なステレオタイプ化を避けることがで
きるため，近年の海外で医学領域でも使⽤されるようになっています。

� セメンヤさんが被っている問題について⾔及する場合，推奨される⽤語  
◦ 「DSDs で⾼アンドロゲン状態の⼥性選⼿」

DSDs は様々な体の状態があり，⼥性の DSDs でも⾼アンドロゲン状態は⼀部の体の状態に限ら
れるためです。

２．DSDs の定義について

� 避けるべき定義  
◦ 「男⼥両⽅の特徴を持った」「男⼥判別できない」「男⼥の定義ができない」「男⼥統⼀されていな

い」など，「男でも⼥でもない」「中性」を連想させる定義。「性⾃認」の問題とする定義

� 推奨される定義  
◦ 「これが⼥性・男性の体とされる固定観念とは⽣まれつき⼀部異なる⼥性・男性の体の状態」
◦ 「外性器や内性器，染⾊体の構成，性ホルモンの産⽣量など，いわゆる「体の性の作り」が，⼀般的

な発達とは⽣まれつき⼀部異なる⼥性・男性の体の状態」
◦ （セメンヤさんの体の状態の場合）「アンドロゲン（テストステロン）値が⾼い⼥性の体の状態」

（「男性ホルモン」との⽤語は避けていただきたいです。→「男性に多いホルモン」など）。

３．内容の取扱について

� 避けるべき内容  



◦ 「男⼥の境界を問う」「性はグラデーションである」「男⼥は⼆分できない」「男・⼥の２つだけで
はない」「第三の性別を認めるべき」「性は多様である」「性⾃認・性的指向（LGBTQ 等性的マイ
ノリティのみなさん）の多様性」「性について議論するべきである」

◦ （キャスター・セメンヤさんについて）「男⼥競技の別をなくすべき」「テストステロン値別にすべ
き」などの議論。セメンヤさんの染⾊体や性腺について直接に議論すること。（現在はあくまでアン
ドロゲン値についての議論になっています）。

 近年の調査で，ファンタジーではない，DSDs を持つ現実の当事者の⼤多数は，⾃分が男性もしくは⼥性であ
ると感じるかどうかさえほとんど全く疑いを持ったこともなく， むしろ他⼈が⾃分を完全な男性・完全な⼥性と
して⾒てくれるかどうか不安に思っていて，切実に⾃分をただの男性・⼥性と⾒てほしいと思っているというこ
とが明らかになっています。
 また実は，⼤多数の DSDs 当事者は，⾃分を性的マイノリティの皆さんの⼀員とは全く考えていないというこ
とも，⼈権先進国であるオランダやベルギーの公的機関の調査でも明らかになっています。
 ですが実は⼤変残念ながら，LGBTQ 等性的マイノリティの皆さんや⽀援者の皆さんでも，実社会と同じく
DSDs に対する誤解や偏⾒が⼤きく（50 年前 LGBTQ 等性的マイノリティの皆さんへの偏⾒・誤解を⼀般社会の
⽅が持っていたのと同じく，LGBTQ の皆さん⾃⾝が DSDs に対して誤解や偏⾒を現在も持っている状況とお考
えください），誤った形での DSDs の説明が⼀般社会に伝えられてしまっているという状況です。
 DSDs を持つ⼈々の⼤多数の体験は，たとえばがんや事故で⾃分の⼦宮や卵巣を失った⼥性や外性器を損なっ
た男性の体験と同じで，そういう⼈々をもって「性⾃認の話」「男⼥の境界を問う」などの議論は，「⼥性・男
性とは⾔えない」「⾃分で⼥性だと思っているからそう認めてあげます」などの含意を与え，むしろ⼤多数の当
事者の⼼を⼤きく傷つけることになります。
 また DSDs は⽣殖器という非常に私的でセンシティブな領域の話になり，そういう領域について「社会的議
論」をされるということ⾃体が，社会的なトラウマ体験になりかねません。

   特にキャスター・セメンヤさんに対しては，彼⼥が「⾃分は⼥性である」と明⾔しているにもかかわらず，
「男⼥の境界を超えた⼈」のような不本意な議論がされることもありました。
 DSDs を持つ当事者のみなさんは，「男でも⼥でもない」という社会での偏⾒誤解も相まって，海外の疫学調
査では，⾃殺念慮率が 45％にも登るとされています。LGBTQ 等性的マイノリティのみなさんや，⼥性・男性の
差別問題について問うていくことはとても重要なことですが，DSDs をもってそういった「議論」の話とするこ
とは，どうか避けていただきたいと思います。

� 推奨される内容  
◦ 「⼥性でも男性でも様々な体の状態がある」「”男でも⼥でもない性別”ではない」など，DSDs に

対する社会的偏⾒や誤解を払拭していく内容を，どうかお願いいたします。
◦ 現実に⽣きている当事者家族が励まされるような内容を，どうかお願いいたします。
◦ セメンヤさんについて︓CAS の「合理的で必要な差別」といった議論を⼈権の問題として捉え，彼

⼥のひとりの⼥性としての⼈間としての尊厳を護る内容を，どうかお願いいたします。
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